
︻
卒
業
論
文
︼

︹
村
田
ゼ
ミ
︺
 
日
本
語
学

永
田
あ
ず
さ
 
 
 
万
葉
集
に
お
け
る
乙
類
﹁
の
﹂
の
表
記
に
使

用
さ
れ
る
﹁
乃
﹂﹁
能
﹂
の
使
い
分
け

小
寺
美
季
絵
 
 
 
狂
言
に
お
け
る
男
女
の
待
遇
表
現
の
ち
が
い

︹
灰
谷
ゼ
ミ
︺
 
日
本
語
学

大
内
 
雅
代
 
 
 
現
代
語
に
お
け
る
不
完
全
な
文
に
み
ら
れ
る

形
態
と
機
能
に
つ
い
て
の
研
究

大
月
 
 
章
 
 
 
駄
洒
落
の
言
語
学
的
特
徴
に
つ
い
て
の
研
究

小
林
 
 
京
 
 
 
広
島
県
の
方
言
文
末
詞
﹁
デ
﹂
に
つ
い
て
の

研
究

佐
伯
 
佑
美
 
 
 
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に
お
け
る
配
慮

の
あ
り
方
と
機
能
に
つ
い
て
の
研
究

志
田
奈
々
実
 
 
 
英
語
原
作
の
翻
訳
に
お
け
る
役
割
語
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
機
能
に
つ
い
て
の
研
究

竹
本
 
紫
織
 
 
 
方
言
接
触
場
面
に
お
け
る
調
整
意
識
と
調
整

行
動
に
つ
い
て
の
研
究
︲
尾
道
市
立
大
学
の

学
生
を
対
象
に
︲

山
口
 
翔
平
 
 
 
日
本
の
笑
芸
に
お
け
る
笑
い
の
発
生
と
構
造

に
つ
い
て
の
研
究

中
野
 
紘
之
 
 
 
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
使
用
す
る
効
果
と
機
能
に
つ

い
て
の
研
究

古
井
明
香
里
 
 
 
談
話
行
動
に
お
け
る
文
末
詞
不
使
用
の
実
態

と
運
用
条
件
に
つ
い
て
の
研
究

細
川
 
 
彩
 
 
 
創
作
的
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
け
る
女
性
語
の
使

用
変
化
に
つ
い
て
の
研
究

︹
岸
本
ゼ
ミ
︺
 
中
古
文
学

小
川
 
千
尋
 
 
 
王
朝
物
語
に
お
け
る
漢
語
の
表
現
性
︲
﹁
変

化
﹂﹁
愛
敬
﹂
に
注
目
し
て
︲

遠
藤
友
佳
利
 
 
 
﹃
和
泉
式
部
日
記
﹄
の
成
立
背
景
︲
帥
宮
敦

道
親
王
を
め
ぐ
っ
て
︲

鎌
倉
 
有
沙
 
 
 
歌
合
活
動
に
お
け
る
宇
多
天
皇
の
意
図
︲

﹃
亭
子
院
女
郎
花
合
﹄
を
中
心
に
︲

︹
藤
川
ゼ
ミ
︺
 
中
世
文
学

濱
田
 
雄
介
 
 
 
﹃
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
歌
合
﹄
の
注
釈
と

研
究

志
水
真
祐
子
 
 
 
一
休
﹃
水
鏡
﹄
注
釈
と
研
究

土
居
 
 
京
 
 
 
﹃
宇
治
拾
遺
物
語
﹄
研
究

松
本
 
 
茜
 
 
 
﹁
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
﹂
論
考
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︹
藤
沢
ゼ
ミ
︺
 
近
世
文
学
 
創
作

小
野
 
紅
葉
 
 
 
翻
刻
﹃
文
化
泰
平
楽
記
﹄

近
藤
 
夏
海
 
 
 
﹃
天
明
水
滸
伝
﹄
論

椎
江
 
麻
実
 
 
 
人
形
浄
瑠
璃
に
お
け
る
許
嫁
考
︲
﹃
新
版
歌

祭
文
﹄
を
中
心
に
︲

山
下
佳
奈
子
 
 
 
富
川
房
信
画
作
﹃
物
草
太
郎
﹄
考

大
川
は
る
か
 
 
 
夕
闇
に
棹
さ
し
て

︹
寺
杣
ゼ
ミ
︺
 
近
現
代
文
学
 
創
作

泉
 
 
理
沙
 
 
 
横
光
利
一
の
死
生
観
︲
﹁
春
は
馬
車
に
乗
っ

て
﹂﹁
花
園
の
思
想
﹂﹁
蛾
は
ど
こ
に
で
も
ゐ

る
﹂
を
通
し
て
︲

宇
田
 
香
織
 
 
 
一
廻
り

小
平
田
亜
弥
 
 
 
宮
沢
賢
治
﹁
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
﹂
研

究
︲
自
己
犠
牲
の
精
神
に
つ
い
て
︲

三
浦
 
友
也
 
 
 
横
光
利
一
﹁
機
械
﹂
研
究

武
藤
 
孔
一
 
 
 
織
田
作
之
助
﹁
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
﹂
研
究

森
藤
 
優
花
 
 
 
井
伏
鱒
二
﹁
山
椒
魚
﹂
研
究

山
田
や
よ
い

希
望
と
、
限
り
な
く
液
体
に
近
い
固
体

︹
柴
ゼ
ミ
︺
 
近
現
代
文
学

三
宅
真
奈
美
 
 
 
三
谷
幸
喜
﹃
笑
い
の
大
学
﹄
研
究
︲
三
媒
体

の
比
較
と
分
析
︲

三
上
み
ち
る
 
 
 
町
田
康
﹃
告
白
﹄
に
お
け
る
主
人
公
・
熊
太

郎
研
究
 
︲
沸
騰
す
る
こ
と
ば
の
源
泉
︲

渡
部
 
絵
里
 
 
 
﹃
隠
し
剣
﹄
と
﹃
た
そ
が
れ
清
兵
衛
﹄
の

〝
ヒ
ー
ロ
ー
〟
た
ち

︹
信
木
ゼ
ミ
︺
 
国
語
教
育

西
田
 
 
将
 
 
 
﹃
史
記
﹄﹁
項
羽
と
劉
邦
﹂
の
授
業
︲
こ
れ

ま
で
の
扱
わ
れ
方
と
授
業
構
想
︲

山
下
奈
緒
美
 
 
 
一
人
一
人
の
生
徒
に
応
じ
た
国
語
科
学
習
指

導
の
た
め
の
学
習
記
録
の
考
察

︹
鷹
橋
ゼ
ミ
︺
 
中
国
文
学

枝
広
絵
里
加
 
 
 
遊
仙
詩
に
つ
い
て
︲
仙
界
の
捉
え
方
の
変
遷
︲

︹
小
畑
ゼ
ミ
︺
 
比
較
文
学

粥
川
 
太
紀
 
 
 
﹃
一
九
八
四
﹄
を
中
心
と
し
た
デ
ィ
ス
ト
ピ

ア
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
比
較

藤
澤
 
研
治
 
 
 
オ
リ
ジ
ン
を
中
心
に
見
る
２
大
出
版
社
の
ス

ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
比
較
分
析

︹
藤
井
ゼ
ミ
︺
 
民
俗
学
 
伝
承
文
学

高
江
 
祐
二
 
 
 
広
島
県
呉
地
方
の
例
祭
に
つ
い
て
︲
鬼
役

﹁
や
ぶ
﹂
研
究
︲

肥
田
 
伊
織
 
 
 
堂
本
家
本
﹃
十
二
類
絵
巻
﹄
の
研
究
︲
詞
書

と
絵
の
関
係
に
つ
い
て
︲

渡
邉
理
恵
子
 
 
 
大
分
県
東
国
東
郡
姫
島
村
の
伝
説

高
橋
ひ
と
み
 
 
 
群
書
類
従
本
﹃
続
浦
島
子
伝
記
﹄
に
お
け
る

異
郷
︲
古
代
浦
島
説
話
か
ら
の
変
容
︲
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︹
光
原
ゼ
ミ
︺
 
創
作

金
田
 
 
萌
 
 
 
記
憶

佐
々
木
真
央
 
 
 
天
空
の
幻
想

田
邉
 
奏
帆
 
 
 m

yosotis

張
 
 
明
珠
 
 
 
ラ
ラ
バ
イ
ブ
ル
ー

藤
尾
 
史
香
 
 
 
夢
の
瀬

牧
野
 
和
裕
 
 
 
魔
術
世
界
の
事
件
簿
︲
尾
辻
邸
事
件
︲

宮
﨑
 
 
綾
 
 
 
月
の
な
い
夜
に

山
下
美
由
紀
 
 
 
光
蝶
の
森

山
本
み
な
み
 
 
 
ク
リ
ス
タ
ル
の
さ
さ
や
き

渡
部
 
竜
巳
 
 
 
神
様
の
烙
印

︻
修
士
論
文
︼

太
田
 
悠
斗
 
 
 
﹃
夢
十
夜
﹄
そ
の
構
成
と
主
題
に
つ
い
て
︲

﹁
第
五
夜
﹂﹁
第
九
夜
﹂﹁
第
十
夜
﹂
を
中
心

に
︲

栢
木
 
希
望
 
 
 
御
鳥
喰
神
事
の
研
究
︲
瀬
戸
内
海
の
伝
承
を

中
心
に
︲
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︻
３
年
生
︼

︹
灰
谷
ゼ
ミ
︺
 
日
本
語
学

近
藤
 
一
樹
 
 
 
〝
カ
ッ
コ
い
い
〟
音
に
つ
い
て

三
浦
 
康
穂
 
 
 
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本
の
演
出
と
言
語
的
操
作

に
つ
い
て

横
山
 
研
二
 
 
 
落
語
に
見
ら
れ
る
﹁
笑
い
﹂
の
手
法

徃
見
 
理
奈
 
 
 
愛
媛
県
大
洲
市
河
辺
町
方
言
に
お
け
る
途
上

出
会
い
と
別
れ
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
︲
尾

道
市
立
大
学
内
の
あ
い
さ
つ
と
比
較
し
て
︲

小
島
 
明
子
 
 
 
出
雲
方
言
文
末
詞
﹁
ダ
ニ
・
ニ
﹂
の
用
法
と

世
代
差
に
つ
い
て

金
 
 
慶
花
 
 
 
韓
国
大
邱
広
域
市
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て

︹
岸
本
ゼ
ミ
︺
 
中
古
文
学

東
 
 
滋
実
 
 
 
女
の
物
語
と
し
て
み
る
﹃
と
り
か
へ
ば
や
物

語
﹄

二
渡
 
め
い
 
 
 
﹃
伊
勢
物
語
﹄
業
平
像
の
虚
構
化
と
﹁
二
条

后
物
語
﹂

宮
田
 
萌
生
 
 
 
﹃
夜
の
寝
覚
﹄
巻
四
の
構
造
か
ら
見
る
生
霊

事
件

森
本
深
菜
美
 
 
 
﹃
落
窪
物
語
﹄
の
世
界
観
︲
読
者
と
の
結
び

つ
き
︲

︹
藤
沢
ゼ
ミ
︺
 
近
世
文
学

大
谷
 
彩
暉
 
 
 
色
好
み
の
を
ん
な
︲
﹃
好
色
一
代
女
﹄﹃
好

色
五
人
女
﹄
を
中
心
に
︲

白
鳥
 
真
澄
 
 
 
﹃
男
色
大
鑑
﹄
巻
二
の
二
﹁
傘
も
つ
て
も
ぬ

る
る
身
﹂
考

有
木
 
志
織
 
 
 
黄
表
紙
に
描
か
れ
た
寛
政
改
革
︲
風
刺
と
滑

稽
︲

浅
利
 
純
子
 
 
 
京
伝
黄
表
紙
に
お
け
る
地
獄
の
描
か
れ
方

村
上
 
加
奈
 
 
 
﹃
新
編
水
滸
画
伝
﹄﹃
傾
城
水
滸
伝
﹄
に
見

る
、
残
酷
描
写
の
変
容

︹
寺
杣
ゼ
ミ
︺
 
近
現
代
文
学
 
創
作

五
十
嵐
景
子
 
 
 
川
端
康
成
﹁
青
い
海
黒
い
海
﹂
研
究
︲
タ
イ

ト
ル
に
つ
い
て
の
考
察
︲

荻
巣
 
健
人
 
 
 
も
う
一
つ
の
﹁
夫
婦
善
哉
﹂

瀬
島
 
紘
久
 
 
 
宮
沢
賢
治
﹁
ビ
ジ
テ
リ
ア
ン
大
祭
﹂
研
究

中
村
 
綾
子
 
 
 
メ
ロ
ン
ソ
ー
ダ

︹
柴
ゼ
ミ
︺
 
近
現
代
文
学

赤
澤
 
早
月
 
 
 
﹃
時
を
か
け
る
少
女
﹄
研
究
︲
小
説
と
大
林

版
映
画
の
比
較
︲

平
成
二
十
五
年
度
三
年
生
・
院
生
研
究
発
表
会
発
表
題
目
︵
氏
名
・
発
表
題
目
︶



梶
原
 
捺
未
 
 
 
直
喩
と
隠
喩
に
つ
い
て
︲
再
認
識
と
再
評
価

の
試
み
︲

桐
沢
 
祐
衣
 
 
 
﹃
ト
リ
ゴ
ラ
ス
﹄
シ
リ
ー
ズ
研
究
︲
登
場
人

物
を
中
心
に
︲

末
廣
 
 
円
 
 
 
柏
葉
幸
子
作
品
に
お
け
る
異
世
界
の
特
徴

︲
ど
の
よ
う
に
境
界
を
越
え
る
か
︲

福
地
 
萌
音
 
 
 
長
野
ま
ゆ
み
初
期
作
品
研
究
︲
表
象
と
し
て

の
﹁
少
年
﹂
︲

藤
原
 
加
歩
 
 
 
ジ
ブ
リ
の
食
べ
物
は
何
故
お
い
し
そ
う
に
見

え
る
の
か
︲
宮
﨑
駿
作
品
を
中
心
に
︲

前
畑
 
果
鈴
 
 
 
現
代
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
︲
２
０
０
０

年
以
降
に
お
け
るJ‑PO
P

歌
詞
の
映
像
化
の

様
態
に
つ
い
て
︲

三
好
 
 
舞
 
 
 
漱
石
文
学
に
お
け
る
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ー
ル

的
女
性
に
つ
い
て
︲
﹃
三
四
郎
﹄﹃
虞
美
人

草
﹄
を
中
心
に
︲

山
下
 
裕
策
 
 
 
﹁
か
ら
だ
﹂
を
疎
外
す
る
現
代
︲
吉
田
修
一

﹃
パ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
﹄
を
読
む
︲

山
田
 
奈
央
 
 
 
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ム
ー
ビ
ー
に
見
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
に
つ
い

て
︲
１
９
６
３
年
～
１
９
６
８
年
の
ア
ニ
メ

O
P

を
例
に
︲

︹
藤
井
ゼ
ミ
︺
 
民
俗
学
 
伝
承
文
学

大
塚
 
真
弓
 
 
 
諸
木
十
二
神
祇
神
楽
に
つ
い
て

下
野
麻
衣
子
 
 
 
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
お
け
る
塩
田
の
民
俗
文
化

の
研
究
︲
広
島
県
竹
原
市
の
竹
原
塩
田
を
中

心
に
︲

古
谷
 
清
香
 
 
 
子
育
て
幽
霊
説
話
の
変
遷
と
埋
葬
習
俗

前
谷
 
将
吾
 
 
 
月
見
行
事
の
歴
史

︹
光
原
ゼ
ミ
︺
 
創
作

井
上
 
実
優
 
 
 
七
福
商
店
街
弁
当
た
ま
ご
や

片
野
 
望
未
 
 
 
草
原
の
馬

國
貞
 
絢
子
 
 
 
八
月
の
郷
愁

竹
内
し
お
り
 
 
 
お
も
い
で
 
お
て
だ
ま

中
釜
 
拓
生
 
 
 
此
岸
と
彼
岸
で
視
線
は
嗤
う

長
山
 
竜
太
 
 
 
ロ
ゼ
ッ
ト
と
メ
リ
ー
ベ
ル

古
市
 
直
也
 
 
 
星
と
約
束

本
間
 
実
花
 
 
 
メ
ー
ル
と
疑
惑
と
殺
人
事
件

森
岡
ひ
か
り
 
 
 
雪
に
咲
く
色

山
根
 
未
来
 
 
 
45
番
目
の
メ
シ
エ

山
本
 
達
貴
 
 
 
綱
渡
り

渡
辺
ひ
か
る
 
 
 
星
空
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

︹
小
畑
ゼ
ミ
︺
近
現
代
文
学

福
光
 
 
弘
 
 
 
七
尾
旅
人
が
信
じ
る
﹁
音
楽
﹂
の
力
に
つ
い

て
︲
﹃911FAN

TASIA

﹄
を
中
心
に
︲
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堀
川
 
寛
貴
 
 
 
ゴ
シ
ッ
ク
・
ロ
マ
ン
ス
に
見
る
大
衆
文
化
と

の
関
係
と
﹁
語
り
﹂
の
問
題

吉
村
 
裕
貴
 
 
 
魔
法
少
女
像
の
分
析
︲
﹃
魔
法
少
女
ま
ど
か

☆
マ
ギ
カ
﹄
を
糸
口
に
︲

︹
鷹
橋
ゼ
ミ
︺
 
中
国
文
学

新
広
智
奈
津
 
 
 
三
国
時
代
に
お
け
る
医
療
技
術

中
島
 
優
太
 
 
 
聊
斎
志
異
の
幽
霊
に
つ
い
て

︻
院
生
︼

安
藤
 
美
里
 
 
 
﹁
伝
統
的
な
言
語
文
化
﹂
の
学
習
指
導
に
お

け
る
民
話
教
材
の
扱
い
方
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